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今月のトピック

・市原祇園社獅子舞

・まちのわだい

・補助事業募集のお知らせ



市原祇園社獅子舞
　市原祇園獅子舞は江戸時代から続いているとされている町指定無形民俗文化財です。
　毎年７月 23 日に「本祭」、前日の 22 日に「夜渡」と呼ばれる前夜祭が開催されます。
　22 日の前夜祭では、無病息災を祈願し神事が行われた後、市原祇園社獅子舞保存会メンバー
による獅子舞と子ども獅子舞の奉納が行われました。
　23 日の本祭では笛と太鼓の音を響かせ、２頭の獅子が各家庭を巡回して、厄除けを祈願しま
した。

市原祇園社獅子舞保存会メンバー厄除けの花を受け取り
笑顔の女の子

町を周るようす

市原小校区内を巡回する 2 頭の獅子

獅子舞の奉納神事のようす
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　７月 21 日（日）に南阿蘇村保健センターで第 30 回阿蘇郡
消防操法大会が開催されました。
　平成 30 年の開催以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止により未開催となっていましたが６年ぶりの開催とな
りました。
　本町からは第２分団３部（坂の下・滝下・樋の口）が代表
として出場しました。　　　
　残念ながら入賞は出来ませんでしたが健闘されました。
〇出場選手（敬称略）
　指揮者　安藤 寛範　１番員　杉 裕太　２番員　橋本 史郎
　３番員　河津 丈太　補助員　穴井 雄治

　６月は、一般社団法人 J ミルクが定めた「牛乳月間」
です。また、国連食糧農業機関（FAO）では、６月１
日を「世界牛乳の日」として提唱しており、 生命力あ
ふれるこの時期、牛乳、これをもたらす命や自然、働
く人々に感謝するお祭りやお祝いが世界各地で行われ
ています。
　今回、牛乳月間に合わせ、小国郷の酪農部会による
ジャージー牛乳の無償提供が行われました。南小国町
では、唯一、町内で牛乳製造を行っている「山のいぶき」
の髙村武志さんから６月 18 日に町内の保育園児と小
中学生へ、ジャージーヨーグルトの提供をいただきま
した。子どもたちは、給食や放課後にヨーグルトを味
わったとのことでした。ありがとうございました。

　夕方に子どもたちの元気な声が今年も流れています。今回
放送を担当しているのは、りんどうヶ丘小学校６年生４名で
す。今回の夕方の声は、子どもたちが夏休み初日・期間中・
最終日の３パターンの放送内容を自分たちで考え、録音を行
いました。
　子どもたちは「覚えるのが難しかったけど覚えることがで
きてよかった」「はっきりと言えてよかった」と感想を話し
てくれました。また、夏休み中に頑張りたいことを聞くと「宿
題をがんばりたい」「絵画コンクールに出す作品を頑張って
書き上げたい」と意気込みを話してくれました。

写真左から：松丸天晴さん、武田莉緒さん

権藤美杏さん、井晴多朗さん

第 30回阿蘇郡消防操法大会開催

町内の保育園児と小中学生へ、ジャージーヨーグルトの無償提供

「私たちが夕方の声です！」
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　７月５日（金）にロアッソ熊本による町への
表敬訪問があり、（株）アスリートクラブ熊本
の藤本代表取締役社長とロアッソ熊本の選手３
名、マスコットのロアッソくんが役場を訪れ、
選手からユニフォームやのぼり旗の贈呈などが
ありました。この表敬訪問は、ロアッソ熊本の

「火の国もりあげタイ！プロジェクト」の一環
として行われ、今年本町がプロジェクトの実施
自治体となっていることから開催されました。
このプロジェクトでは、「南小国町タウンデイ」
として 11 月４日（月）のベガルタ仙台との試
合において、町のブース出展や特別チケットに
よる招待なども予定されています。

　７月９日（火）に防犯功労者表彰を受賞したきよらパトロール隊
の杉正市さんが、髙橋町長へ受賞の報告に来庁されました。
　杉さんは 18 年前から活動を続けており、南小国町の子どもたち
の安全を守り続けています。
　今後の活動については、活動をすることが自分の気分転換にも
なっているので無理のない程度に活動を続けていきたいと話をし
てくださいました。
　今回の受賞、おめでとうございます。

ロアッソ熊本表敬訪問

熊本県防犯協会連合会表彰

受賞された杉正市さん

　令和６年度 企業版ふるさと納税による　　令和６年度 企業版ふるさと納税による　
　　寄附をいただいた企業のご紹介　　　　寄附をいただいた企業のご紹介　　

　町では、人口減少に歯止めをかけるとともに、持続可能な地域づくりを推進していくため、様々
な地方創生の取り組みを進めています。町の取り組みを支援するために、企業の皆様より企業
版ふるさと納税による寄附をいただきましたので、ご紹介します。なお、企業名と金額につき
ましては、了承をいただいた企業のみ掲載しています。

企業名 企業所在地 寄附金額 寄附年月
（株）タヒラ測量設計 熊本市東区 非公表 令和６年６月
カンセイコンサルタント（株） 熊本市中央区 非公表 令和６年６月

写真中央右：藤本代表取締役社長
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≪≪補補助助事事業業募募集集ののおお知知ららせせ≫≫  
 まちづくり課において、次の２つの補助金について事業を募集します。 
  

１１．．南南小小国国町町「「日日本本でで最最もも美美ししいい村村」」づづくくりり事事業業補補助助金金  

■■概概    要要  ：：  人人材材育育成成ののたためめのの事事業業及及びび地地域域資資源源をを生生かかししたた美美ししいい村村づづくくりりをを行行うう事事業業、、生生活活のの営営みみにによよりり  

作作らられれててききたた景景観観やや環環境境をを守守るる事事業業等等をを行行うう個個人人又又はは団団体体等等をを対対象象にに、、そそのの事事業業費費のの一一部部をを補補  

助助すするる。。  

  

２２．．南南小小国国町町夢夢チチャャレレンンジジ推推進進事事業業補補助助金金  

■■概概    要要  ：：  町町内内でで起起業業又又はは新新たたなな事事業業にに挑挑戦戦すするる個個人人又又はは団団体体等等をを対対象象にに、、そそのの事事業業費費のの一一部部をを補補助助すするる。。  

種 別 対象事業内容 補助率 申請限度 

ハード事業 ① 事業開始に必要な施設又は備品整備 
各事業費の 

８０％以内 

上限１５０万円 

※ソフト・ハード併せ

て最高３００万円 
ソフト事業 

② 商品販売に向けた取組 

③ 広報宣伝、商品販売に向けた取組等 

 

 

 

 

 

 

≪≪補補助助事事業業にに関関すするる相相談談会会≫≫  

 今回の補助事業の募集に併せて、下記のとおり、補助事業に関する相談会を開催します。 

 

日  時：令和６年８月７日（水） １４：００ ～ １６：００（予定） ※※事事前前予予約約制制 

会  場：南小国役場庁舎 別館会議室③ 

内  容：①補助事業の説明  （まちづくり課担当者） 

       ②事例紹介 その１  （「日本で最も美しい村」づくり事業 実施者） 

       ③事例紹介 その２  （夢チャレンジ推進事業 実施者） 

       ④個別相談 

 

会場準備の都合等がありますので、事前予約を行いますが、予約状況によっては、飛び込みでの参加 

もお受けします。 

補助事業の申請の有無に関わらず、町内での新規事業や新たな取組みなどをご検討されている方は、 

是非この機会にご参加ください。 

 

【お問い合わせ・申込み先】 

（株）ＳＭＯ南小国 未来づくり事業部 ☎080-8573-6474 

未来づくり拠点ＭＯＧ 平日９時～17 時（休館：土、日、祝） 

種 別 対象事業内容 補助率 申請限度 

人づくり事業 

① 人材育成のための国内外での視察調査研究活動 
総事業費の 

５０％以内 

国内：上限２５万円 

国外：上限５０万円 

② 町内での人材育成に関する取組等 
総事業費の 

８０％以内 
上限２００万円 

地域づくり事業 

③ 街並み景観、農村景観、自然環境保全活動等 

④ 美味しい村開発（特産品開発）に係る活動等 

⑤ 伝統芸能継承に係る活動等 

総事業費の 

８０％以内 
上限２００万円 

■■募募集集締締切切    ：：  令令和和６６年年９９月月２２日日（（月月））  

■■募募集集方方法法    ：：  後後期期分分のの募募集集ににななるるたためめ、、予予算算のの範範囲囲内内でで募募集集しし、、応応募募内内容容をを基基にに審審査査会会をを行行いいまますす。。  

■■問問いい合合わわせせ  ：：  詳詳細細やや申申請請方方法法ににつついいててはは、、町町ホホーームムペペーージジををごご覧覧ににななるるかか、、役役場場ままちちづづくくりり課課ままでで  

おお問問合合せせくくだだささいい。。☎☎（（４４２２））１１１１７７１１  
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躍
動
！
南
中
生

　

６
月
下
旬
、
阿
蘇
郡
市
中
体
連
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
雨
が
多
く
、

屋
外
の
競
技
は
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
が
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
会
場
で
南
中
生

が
躍
動
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
団
体

で
は
女
子
バ
レ
ー
部
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
野

球
部
が
優
勝
し
、
卓
球
部
も
優
勝
し
た
一

の
宮
中
と
大
接
戦
を
演
じ
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
個
人
戦
も
卓
球
と
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
。
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
技
術
、
体
力
等
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
で
き
た
大
会
で
し
た
。

　

勝
利
を
目
指
し
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は

か
っ
こ
よ
く
て
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
こ
れ
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
や
コ
ー
チ
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
や
ご
家
族
の
方
々
、
い
つ
も
応
援
い
た

だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
思

い
と
し
て
伝
わ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
一
緒
に
練
習
し
て
き
た
仲
間

と
と
も
に
、
最
高
の
舞
台
で
試
合
が
で
き

た
こ
と
は
、
一
生
の
宝
物
と
し
て
記
憶
に

残
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
県
中
体
連
大
会
に
出
場
す
る
選

手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

前
田
博
治

（
文
責
）
校
長　

前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

集
団
宿
泊
学
習
（
５
年
生
）

　

南
小
国
町
三
校
の
５

年
生
30
人
で
芦
北
・
水

俣
へ
の
集
団
宿
泊
学
習

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
の
枠
を
超
え
て
交

流
を
深
め
、
生
き
生
き

と
活
動
す
る
、
す
て
き

な
５
年
生
の
姿
を
再
発

見
し
た
二
泊
三
日
で
し

た
。

　

県
立
環
境
セ
ン
タ
ー
、
水
俣
市
立
水
俣

病
資
料
館
で
の
学
習
で
は
、
語
り
部
の
緒

方
さ
ん
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

緒
方
さ
ん
は
、
自
分
が
水
俣
病
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
娘

さ
ん
の「
お
父
さ
ん
も
正
直
に
生
き
て
ね
。」

と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
水
俣
病
と

向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
経
験
を

も
と
に
「
あ
き
ら
め
そ
う
に
な
る
と
き
も

あ
っ
た
が
、
前
向
き
に
努
力
し
て
い
く
こ

と
で
、
道
は
ど
ん
ど
ん
開
い
て
い
っ
た
。」

と
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
緒
方
さ
ん
の
思
い
を
、
真
剣
な
眼
差

し
で
受
け
止
め
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

町
の
魅
力
再
発
見

　

２
年
生
が
授
業
で
町
探
検
に
行
き
、
南

小
国
町
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て

い
ま
す
。
町
か
ら
も
ら
っ
た
「
文
化
財
手

帳
」
を
使
っ
て
下
調
べ
し
た
後
、
実
際
に

そ
の
場
所
を
探
検
。
道
に
咲
く
き
れ
い
な

花
、
探
検
中
に
出
会
っ
た
地
域
の
方
々
、

歴
史
あ
る
文
化
財
な
ど
た
く
さ
ん
の
「
町

の
す
て
き
」
と
出
会
い
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

発　

見

発　

見
　

市
原
小
学
校　

　
　
　

創
立
１
５
０
周
年
！

千
光
寺
で
し
ゃ
し
ん
を

見
つ
け
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
す
ご
い
し
ゃ
し

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

色
と
か
ち
ょ
っ
と
黒
い

色
だ
っ
た
け
ど
は
く

り
ょ
く
が
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

き
ょ
う
、
竹
の
く
ま
の

大
ケ
ヤ
キ
に
み
ん
な
で

行
き
ま
し
た
。
木
は
太

か
っ
た
し
、
大
き
か
っ

た
で
す
。
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

百
五
十
周
年
実
行
委
員
会

の
み
な
さ
ん
に
、
の
ぼ
り

旗
を
作
成
・
設
置
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
も
温
か
い
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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ペ
ッ
パ
ー
く
ん

　

本
年
度
か
ら
町
の
小
・
中
学
校
に
ペ
ッ

パ
ー
く
ん
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校

で
は
朝
の
挨
拶
運
動
で
ペ
ッ
パ
ー
く
ん
が

子
ど
も
た
ち
を
毎
日
迎
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

先
日
、
町
の
教
育
研
究
会
「
情
報
教
育

部
会
」
を
本
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
担
当
の
方
か
ら
ぺ
ッ
パ
ー
く

ん
の
学
校
で
の
活
用
に
つ
い
て
各
小
・
中

学
校
の
代
表
の
先
生
に
対
し
、
研
修
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
で
も
、

授
業
で
ペ
ッ
パ
ー
く
ん
が
ク
イ
ズ
や
ダ
ン

ス
を
し
た
り
、
俳
句
を
詠
ん
だ
り
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
ペ
ッ

パ
ー
く
ん
の
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

６
年
生
出
前
授
業
よ
り

　

南
小
国
町
で
は
、
行
政
の
方
に
よ
る
児

童
を
対
象
と
し
た
授
業
（
出
前
授
業
）
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、６
年
生
は「
南

小
国
町
の
税
金
」
に
つ
い
て
、
税
務
課
の

方
か
ら
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

本
校
の
６
年
生
は
社
会
科
の
「
わ
た
し
た

ち
の
生
活
と
政
治
」
で
、
自
分
た
ち
で
決

め
た
学
習
課
題
に
関
し
て
、
町
の
取
組
や

そ
の
取
組
を
実
現
す
る
た
め
の
財
源
（
町

税
等
）
な
ど
の
学
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

出
前
授
業
の
お
か
げ
で
、
学
校
で
の
授
業

と
実
社
会
と
を
結
び
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　

  
ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

平
和
を
学
ぶ
と
は
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と

　

６
年
生
は
、
町
内
３
小
学
校
連
合
で
、

長
崎
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
平
和
学
習
で
、
被
爆
者
の
方

か
ら
の
講
話
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

　

語
り
部
さ
ん
か
ら
の
講
話
で
は
、

平
和
と
は
、

何
で
も
な
い
あ
た

り
ま
え
の
平
凡
な

日
々
の
連
続

や
さ
し
さ
と
は
、

人
の
痛
み
が
わ
か

る
心
を
持
つ
こ
と

と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、

平
和
を
学
ぶ
と
は
、

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

た
っ
た
一
つ
の
命
だ
か
ら
・
・
・
・
・

　

こ
の
・
・
・
・
・
・
に
入
る
言
葉
を
、

こ
の
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
お
し

て
、
心
の
メ
ガ
ネ
で
何
か
を
感
じ
取
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
、
６
年

生
の
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
・
・
・
・
・

に
入
る
言
葉
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

☆
人
と
つ
な
が
り
、
人
生
を
楽
し
も
う

☆
周
り
に
あ
る
も
の
の
尊
さ
に
感
謝
し
よ
う

☆
悔
い
の
な
い
選
択
を
し
て
幸
せ
に
生
き
る

☆
人
生
を
大
切
に
し
て
楽
し
も
う

☆「
今
」
を
大
切
に
し
、「
命
」
を
愛
そ
う

☆
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く

　

相
手
の
思
い
を
く
み
と
ろ
う

☆
家
族
や
友
達
を
大
事
に
し
よ
う

　

な
ど
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
は
、「
心
の
き
ず
な
を
深
め
る
月

間
」
で
し
た
。「
心
の
き
ず
な
」
っ
て
何

で
し
ょ
う
。
答
え
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
先
に
紹
介
し
ま
し
た
、
６
年

生
が
考
え
た
・
・
・
・
・
に
入
る
言
葉
は
、

す
べ
て
「
心
の
き
ず
な
」
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
言
葉
は
と
て
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
の
言
葉
・
感

謝
の
言
葉
・
共
感
の
言
葉
・
信
頼
の
言
葉
・

励
ま
し
の
言
葉
な
ど
が
と
び
か
う
学
校
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
櫔
原
憲
聖

研修の様子研修の様子

出前授業の様子出前授業の様子

⬆ＱＲコード
から本校の
ホームページ
にアクセスで
きます
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自
信
と
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
現
場
実
習
・
校

内
実
習

　

６
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
の
２
週
間
、

高
等
部
で
は
現
場
実
習
と
校
内
実
習
を
行

い
ま
し
た
。３
年
生
と
２
年
生
の
生
徒
は
、

阿
蘇
郡
市
内
や
熊
本
市
内
の
事
業
所
へ
バ

ス
や
電
車
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

た
り
、
自
宅
か
ら
徒
歩
、
送
迎
な
ど
の
手

段
で
出
勤
し
た
り
し
ま
し
た
。
仕
事
内
容

は
農
作
業
、
接
客
業
、
清
掃
業
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。 

　

事
業
所
に
行
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、

初
対
面
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
生
徒
は
実
習
に
入
る
前
か
ら
緊
張
し

た
り
、不
安
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

実
際
、
初
日
は
落
ち
込
ん
だ
り
、
涙
を
流

し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
一
日
一
日
と
経
験
す
る
と
、「
今

日
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
し
た
！
」「
昨

日
よ
り
職
場
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

た
！
」
と
自
信
や
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
報
告

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
２
週
間
の
現
場

実
習
で
、
生
徒
た
ち
は
働
く
こ
と
の
大
変

さ
と
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
、３
年
生
が
学
校
の
外
で
頑
張
っ
て

い
る
間
、
１
年
生
の
生
徒
は
校
内
で
事
業

所
か
ら
頂
い
た
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し

た
。お
菓
子
の
箱
に
折
り
目
を
つ
け
た
り
、

商
品
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ー
ル
を
貼
っ
た

り
、
チ
ラ
シ
を
折
っ
た
り
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
長
時
間
の
作
業
や
緊
張
感
あ
る
雰

囲
気
に
心
と
体
が
疲
れ
果
て
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
み
ん
な
で
協
力
！ 

み
ん

な
で
頑
張
る
！
」
を
合
言
葉
に
生
徒
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
り
、
無
事
に
納
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

ホ
ッ
ケ
ー
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定

　

６
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）
に
長
崎

県
で
九
州
高
校
総
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
が

行
わ
れ
、
県
大
会
で
優
勝
し
た
男
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ

を
突
破
し
て
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
み
、
惜

し
く
も
準
決
勝

で
敗
退
し
ま
し

た
が
３
位
と
い

う
好
成
績
を
残

し
、
同
じ
く
長

崎
県
で
開
催
さ

れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

科
学
部
「
コ
シ
ア
カ
ツ
バ
メ
の
研
究
」
に

感
謝
状

　

昨
年
度
、
科

学
部
は
小
国
高

校
に
飛
来
す
る

コ
シ
ア
カ
ツ
バ

メ
の
研
究
で
、

熊
本
県
代
表
と

し
て
生
徒
理
科

研
究
九
州
大
会
に
参
加
し
、
絶
滅
危
惧
種

で
あ
る
コ
シ
ア
カ
ツ
バ
メ
の
保
護
や
環
境

保
全
の
必
要
性
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
研
究
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度

日
本
野
鳥
の
会
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
国
高
校
体
験
入
学

　

７
月
８
日（
月
）に
体
験
入
学
が
実
施
さ

れ
、
小
国
中
・
南
小
国
中
・
津
江
中
か
ら

66
名
の
３
年
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
実
際
の
高
校
の
授
業
の
様
子
を
見

学
し
、
そ
の
後
体
育
館
で
の
進
路
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
同
じ
町
内
に

住
む
高
校
３
年
生
か
ら
、
進
路
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
高
校
で
の
勉
強
に
つ
い
て
の

話
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

こ
の
体
験
を
自

身
の
進
路
決
定

の
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
、
小

国
高
校
で
多
く

の
人
と
一
緒
に

学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

広報きよら 2024.8広報きよら 2024.8
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　ビジネスの場で話題になることが多いＤＸ（デジタルトランスフォ－メ－ションの略）は、教育現場でも導
入が進められています。最新のデジタルテクノロジ－を活用して行う教育現場の変革を「教育ＤＸ」といいます。
児童・生徒への指導方法や手段、教職員の業務などをテクノロジ－によって変えていく取り組みです。
　教育ＤＸが求められる背景には、さまざまな事情があります。
　まず、ＩＴ人材の不足に備える観点から、優れたＩＴ人材を育成するためにデジタルを活用した教育が必要
です。将来、すべての仕事でパソコンをはじめとしたデジタルツ－ルを使う可能性が高まっており、ＩＴエン
ジニア以外の職種でも、これらのツ－ルを早いうちから慣れ親しんでおくことが重要です。同時に、コロナ禍
のような状況では、児童・生徒や教職員が学校に通えないことがあります。そのような場合に備えるためにも
教育ＤＸは、必要不可欠です。また、教職員の業務負担を減らすためにも、更なる教育ＤＸの導入が期待され
ています。
　小・中学校では、ＩＣＴ環境の整備と「ＧＩＧＡスク－ル構想」が進められてきました。「ＧＩＧＡスク－ル構想」
とは、児童・生徒が１人１台のパソコン・ネットワ－クを利用できる環境を整備する取り組みです。文部科学
省は、１人１台端末を支給することによりデジタル社会に取り残されることのない教育を目指しています。
　南小国町でも、１人１台のパソコン・ネットワ－クを整備し、現在は当たり前のようにパソコンを使った学
習が進められています。
　また、本年度からは、各学校に１台ずつ人型ロボット（ペッパ－君）を導入し、ロボットを活用した指導方
法により、更に効果的な指導につなげようとしています。
　また、来年度からは、中学生の英語の授業においては、デジタル教科書が使われることになります。これま
での読む ･書くという分野の他に、音声による教科書の利用も可能になります。教科書を使って正しい英語の
発音が学べる。これまでの紙の教科書とは違う新たな活用方法が試されることになります。
　「教育ＤＸ」、今後、ますます急速な発展を見せてくれることになるでしょう。

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（16）　　文責：岩切

新
刊
図
書
紹
介

　

７
月
は
、
町
の
図
書
室
に
17
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　

ま
だ
ま
だ
さ
が
し
え
ブ
ッ
ク

②
お
し
ご
と
そ
う
だ
ん
セ
ン
タ
ー

③
紫
式
部
（
コ
ミ
ッ
ク
版
日
本
の
歴
史 

平
安
人
物
伝
）

④
な
つ
や
す
み

⑤
オ
ニ
の
き
も
だ
め
し

⑥
最
強
王
キ
ャ
ラ
図
鑑

⑦
星
と
星
座
の
ク
イ
ズ
図
鑑

⑧
好
き
で
も
嫌
い
な
あ
ま
の
じ
ゃ
く

⑨
学
校
に
行
か
な
い
僕
の
学
校

⑩
笑
う
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

⑪
冬
期
限
定
ボ
ン
ボ
ン
シ
ョ
コ
ラ
事
件

⑫
こ
ど
も
ず
か
ん　

の
り
も
の
７
７
７

⑬
オ
ー
ラ
の
発
表
会

⑭
頂
を
目
指
し
て

⑮
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ
い

⑯
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ　

１
０
９

⑰
も
し
も
徳
川
家
康
が

　

総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら

9
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現
地
学
習
で
の
確
か
な
学
び

　

６
月
30
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
、
南
小
国

町
連
合
小
学
校
５
年
生
の
集
団
宿
泊
教
室
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
水
俣
・
芦
北
で
様
々
な

学
習
や
体
験
活
動
を
と
お
し
て
、
一
段
と
逞

し
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
二

泊
三
日
の
集
団
生
活
で
各
学
校
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
重
ね
、
南
小
国
の
仲
間
と
し

て
絆
を
深
め

て
い
っ
た
よ

う
で
す
。

　

こ
の
集
団

宿
泊
学
習
の

主
た
る
も
の

と
し
て
、
環

境
セ
ン
タ
ー

で
の
環
境
学

習
と
、
水
俣

病
資
料
館
で

の
見
学
や
語

り
部
さ
ん
の

講
話
な
ど
が

プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、

「
環
境
保
全

の
大
切
さ
」

や
「
水
俣
病

に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
差
別
や
偏
見
を
な
く

す
」
と
い
う
大
き
な
目
的
の
も
と
、
子
ど
も

た
ち
が
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
学
習
で
水

俣
の
地
に
お
い
て
、
確
か
な
学
び
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
を
も
っ
た
よ
う
で
す
。

　

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

水
俣
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　
　

市
原
小
学
校　

志
賀　

幸
太
郎

　

６
月
30
日
水
俣
病
資
料
館
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
語
り
部
さ
ん
に
水
俣
病
の
つ

ら
さ
や
悲
惨
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
緒
方
さ
ん
の
祖
父
は
、
１
９
５
６
年
11

月
27
日
、
も
が
い
て
、
も
が
い
て
苦
し
み
な

が
ら
急
性
劇
症
型
水
俣
病
で
亡
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。
解
剖
の
結
果
、
体
内
か
ら
は
大
量

の
メ
チ
ル
水
銀
が
検
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

メ
チ
ル
水
銀
を
工
場
が
海
に
排
出
し
、
そ
れ

を
魚
が
食
べ
、
そ
の
魚
を
人
が
食
べ
た
こ
と

で
水
俣
病
と
い
う
病
気
が
生
ま
れ
、
多
く
の

命
が
う
ば
わ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
そ
ろ
し

い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
伝
染
病
や
風
土
病

と
思
わ
れ
、
差
別
ま
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

た
と
知
り
、
事
実
を
知
ら
な
い
こ
と
で
起
こ

る
お
そ
ろ
し
さ
や
お
か
し
さ
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
見
た
海

は
、
と
て
も
き
れ
い
で
、
数
十
年
前
ま
で
汚

染
さ
れ
て
い
た
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
ぼ
く
は
、
海
は
き
れ
い
に
な
っ

て
も
、
水
俣
病
に
よ
っ
て
起
き
た
事
実
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

偏
見
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
自
分
た
ち
が

す
る
こ
と

　
　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校　

金
丸　

海
聖

　

ぼ
く
は
、
語
り
部
の
緒
方
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
、
水
俣
病
が
発
病
し
始
め
た
と
き

に
、
他
の
人
が
う
つ
る
病
気
だ
と
勝
手
に
偏

見
を
も
ち
差
別
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知

り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
を
自
分
た
ち
で

考
え
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。
６
年
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生

と
大
人
に
な
っ
て
い
く
上
で
、
偏
見
を
も
っ

た
り
差
別
を
し
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
こ
の

水
俣
で
の
学
習
を
思
い
出
し
て
、
偏
見
や

差
別
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
言
っ

た
り
、
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
俣
病
資
料
館
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
水
俣
病
の
症
状
や
水
俣
病
の
歴
史
に
つ

い
て
詳
し
く
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

は
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
た
め
に
人
権
を

大
事
に
、
こ
れ
か
ら
学
校
の
中
で
動
い
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

水
俣
学
習
で
学
ん
だ
こ
と

　
　

中
原
小
学
校　

宇
都
宮　

新

　

ぼ
く
は
、緒
方
正
実
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

差
別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
、
正
直
に
言
っ
た
り

勇
気
を
持
っ
た
り
す
る
と
、
も
っ
と
差
別
や

偏
見
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
公
害
な
ど
も

な
く
な
る
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
水
俣
病
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
、

学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
自

由
に
生
活
が
出
来
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

水
俣
病
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
か
く
し
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
が
悲
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。
水
俣
病
は
水
銀
が
原
因
で
、
人

に
う
つ
る
病
気
で
は
な
い
の
に
、
ま
ち
が
っ

た
知
識
で
差
別
し
た
り
偏
見
を
も
っ
た
り
す

る
の
は
、
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た

め
に
正
し
い
知
識
や
真
実
を
知
っ
て
、
そ
の

こ
と
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
相
手
の
こ
と
を
知
っ
て
い
く
た
め

に
、
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
友
達
と
の

仲
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
差
別

や
偏
見
の
な
い
社
会
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
学
習
で
水
俣
病
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
水
俣
病
患
者
さ
ん

や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
物

事
を
正
し
く
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
差

別
や
偏
見
を
払
拭
す
る
た
め
の
第
一
歩
で

す
。
そ
し
て
、
学
び
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
、
差
別
や
偏
見
を
許
さ
な
い
心
情
や
態
度

が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

止
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
最
新
の
情
報

を
得
な
が
ら
、
物
事
を
多
面
的
に
見
つ
め
、

正
し
く
理
解
し
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
た
生

活
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
井
芹
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

243

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５４０回市（６月２１日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 530（本売） 480（本売）

14～16㎝ 14,900 13,400 10,000

18～22㎝ 13,200 12,300 10,500

24～28㎝ 13,100 12,500 11,000

30㎝上 13,000 12,000 11,000

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 14,600 13,000 11,600

18～22㎝ 13,500 12,000 10,300

24～28㎝ 12,200 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 530（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,600 11,700

18～22㎝ 15,600 12,000

24～28㎝ 16,500 12,200

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,155.404 11,879,868 10,282

桧 18.776 240,557 12,812

杉、桧 70.025 612,352 8,745

合　計 1,244.205 12,732,777 10,234

　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会　
　
　

【
評
】
笹
原
景
林

拓
本
の
虚
子
の
一
句
や
夏
座
敷　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

虚
子
先
生
の
拓
本
の
一
句
を
夏
座
敷
に
掲
げ
る
こ
と
が
我
が
家
の
例
年
の
行
事
と

な
っ
て
い
る
。

川
魚
好
ま
ぬ
鮎
の
背
越
し
な
ら　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

【
評
】
川
魚
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
鮎
は
香
魚
と
も
言
い
、
苔
を
餌
と
し
香
り
が
よ
い
、
薄

く
そ
ぎ
切
り
に
し
ポ
ン
酢
な
ど
で
い
た
だ
く
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
。

四
色
の
四し

び
ら葩

活
け
た
る
美
容
院　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

曇
天
を
見
上
げ
見
直
し
梅
を
干
す　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

初
取
の
茄
子
門
川
の
水
神
に　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

葦よ
し
は
ら原

を
呑
み
く
だ
し
た
る
大
出
水　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

柴
三
郎
新
紙
幣
な
り
梅
雨
払
う　
　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

峡
の
宿
庭
の
石
垣
花
石ざ

く
ろ榴　

　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

明
け
方
の
月
耿こ

う
こ
う々

と
植
田
の
面も　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

神
楽
女
の
湖う

み

に
雨
乞
ひ
呟
け
り　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

11
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高
血
圧

　

患
者
数
が
最
も
多
い
病
気
で
、
現
在

約
４
，
３
０
０
万
人
の
患
者
さ
ん
が
い

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
高

血
圧
で
あ
る
か
知
ら
な
い
人
、
知
っ
て

い
な
が
ら
も
治
療
が
な
さ
れ
て
い
な
い

人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
は
、サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー（
静

か
な
る
殺
人
者
）と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

自
覚
症
状
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
脳

や
心
臓
の
血
管
が
動
脈
硬
化
を
起
こ

し
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
症
状
が
な
い
か
ら
と
言
っ

て
、
高
血
圧
を
放
置
す
る
と
突
然
、
脳

卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
係
わ
る
病

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
徐
々
に

腎
機
能
が
低
下
し
て
透
析
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
に
は
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
、
血
圧

は
１
回
の
測
定
で
判
断
で
き
ま
せ
ん
！ 

白
衣
高
血
圧

家
庭
血
圧
は
正
常
な
の
に
、
診
察
室
血

圧
で
は
高
血
圧
に
な
る
タ
イ
プ
。
非
高

血
圧
と
比
べ
て
、
将
来
、
脳
・
心
血
管

病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
。

➡
家
庭
血
圧
測
定
と
記
録
・
次
年
度

の
健
診
を
確
実
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

仮
面
高
血
圧

診
察
室
血
圧
は
正
常
な
の
に
、
家
庭
血

圧
で
は
高
血
圧
に
な
る
タ
イ
プ

※
10
人
に
１
人
の
割
合

　
➡
治
療
が
必
要
で
す

持
続
性
高
血
圧

診
察
室
血
圧
、
家
庭
血
圧
と
も
に
高
い

状
態

　
➡
治
療
が
必
要
で
す

○
家
庭
で
血
圧
測
定
す
る
目
的
は
？

　

ふ
だ
ん
の
血
圧
の
状
態
を
正
確
に
知

る
こ
と
で
す
。昼
の
血
圧
が
正
常
で
も
、

早
朝
に
血
圧
が
高
く
な
る
な
ど
の
「
仮

面
高
血
圧
」
が
分
か
り
ま
す
。

○
正
し
い
測
定
方
法
・
タ
イ
ミ
ン
グ

　

血
圧
計
は
、
上
腕
に
カ
フ
を
巻
く
タ

イ
プ
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
血
圧
測
定

は
、
原
則
２
回
の
測
定
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
低
く
な
る
ま
で
何
度
も
測
っ

た
と
し
て
も
、
正
確
な
血
圧
測
定
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
測
っ
た
血
圧
値
は
す
べ

て
、
血
圧
手
帳
な
ど
に
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
お
薬
を
飲
み
始
め
て
も
家
庭
血
圧
が

大
事
な
ん
で
す
！

　

一
般
的
に
、
薬
剤
は
１
剤
、
少
量
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
薬
の
効
果
は
、
１

～
３
カ
月
か
け
て
徐
々
に
現
れ
ま
す
。

自
己
判
断
で
、
薬
の
飲
み
方
を
変
え
た

り
、
中
断
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
血
圧
測
定
等
で
の
血
圧

値
が
十
分
に
下
が
ら
な
い
場
合
は
、
医

師
の
判
断
で
増
量
・
他
の
種
類
の
降
圧

薬
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
血
圧
手
帳
は
診
察

の
際
に
持
参
し
、
確
認
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

○
薬
は
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

　
「
一
度
飲
み
始
め
る
と
、
一
生
飲
み

続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
考
え
る

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
し
か
に
、
降
圧
薬
は
高
血
圧
の
原

因
を
治
す
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
薬
を

や
め
る
と
元
に
戻
る
可
能
性
は
高
い
と

言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
（
減

塩
、
減
量
、
運
動
な
ど
）
正
常
血
圧
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
薬
を

徐
々
に
減
量
し
て
み
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
１
剤
で
低
用
量
の
場
合
、
20
～

30
％
の
患
者
さ
ん
で
薬
を
や
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
己
判
断
で
服
薬
を
や
め

た
り
減
ら
す
こ
と
は
せ
ず
、
疑
問
や
不

安
が
あ
る
と
き
は
主
治
医
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

家庭血圧が
１３５/８５を越えたら
診察室血圧が
１４０/９０を越えたら

高血圧と診断します

☆

広報きよら 2024.8広報きよら 2024.8
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

病院内の景色が変わりました 小国公立病院　事務局

　いつも小国公立病院をご利用いただき、ありがとうございます。
　来院された方々で、自動販売機や車椅子の置き場所が移動し、きれいになった壁
紙など、受付周辺の雰囲気が最近変わったことにお気づきでしょうか？
　まず、受付前の椅子の配置が換わりました。
　お座り頂くスペースは変わっていないのですが、通りやすく、また、ゆとりある
空間にできればと、配置換えをしました。
　次に、地域連携室の仕切りをアコーディオンカーテンに変
え、オープンカウンターにしました。
　これまで以上に皆さんからのご相談や問い合わせのお声か
けを気軽して頂けるように、また地域連携室のスタッフから
も、皆さんのお顔が見え、声掛けできるようになっています。
　次に、発熱している患者様が待機して頂くスペースのリニューアルをしました。
　発熱外来は直接の受診が可能になりますが、感染対策のため発熱している患者様
用のスペースを新たに拡張します。
　発熱され来院された場合、受付に「熱がある」ことを申し
出て頂き、発熱用のスペースで検査診察を行うこととなりま
す。
　感染者が増えてきた場合は、予約制の受診に変更する場合
もあります。その際は、ホームページや公式 LINE などでご
案内いたします。
　最後に、総合診療科前の壁に「デジタルサイネージ」用のモニターを設置しました。
デジタルサイネージとは、電子看板のことです。診療曜日や
担当医、休診案内、病院からのご案内やお知らせ等が映し出
されます。待ち時間などにご覧ください。
　受付や会計、診療の待ち時間の対策、相談窓口、感染予防、
情報発信など、これからも病院内の環境改善に取り組んでい
きますので、皆様のご協力のほど、よろしくお願い致します。

オンライン診療車　「柴三郎号」運航予定表　８月 13日～９月 13日
Ｒ６年８月 Ｒ６年９月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
11 12 13 14 15 16 17 1 2 3 4 5 6 7

赤馬場
満願寺
　方面

黒渕　
　方面

中原　
　方面

杖立　
下城　
　方面

北里　
わいた
　方面

黒川　
田の原
　方面

18 19 20 21 22 23 24 8 9 10 11 12 13 14
黒川　
田の原
　方面

杖立　
下城　
　方面

北里　
わいた
　方面

黒渕　
　方面

中原　
　方面

赤馬場
満願寺
　方面

25 26 27 28 29 30 31 ※オンライン診療は、完全予約制です。受診希望の方は、主治医にご相談下さい。
※天候や予約状況などにより運行がお休みになることもありますので、ご了承下さい。
※現在、午前中のみ運行しております。見学はできますので、見かけた際はお気軽に
声掛け下さい

中原　
　方面

上田　
万成　
　方面

黒渕　
　方面

「寄贈の御礼」　南小国町中原婦人会様より、タオル３８枚寄贈頂きました。
感染対策などに有効利用させて頂きます。ありがとうございました。
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家
屋
の
滅
失
・
新
築
・
増
築
に
つ
い
て

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
滅

失
の
手
続
き
が
無
い
場
合
に
は
解
体
し
た

家
屋
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り

ま
す
。
未
登
記
家
屋
を
解
体
し
た
際
は
、

「
家
屋
滅
失
届
」
を
役
場
税
務
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
記
済
家
屋
を
解
体

し
た
際
は
、
法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
翌
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
新
増
築
さ
れ
た
場
合
、
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
る
税
額
を
算
出
す
る
た
め

の
家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
役
場
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
未
登

記
家
屋
に
つ
い
て
、
相
続
や
売
買
に
よ
っ

て
家
屋
の
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
「
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
」
を
税

務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
中
間
申
告
と
納
付

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
令
和
５
年
分
の

確
定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方

は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申

告
と
納
付
が
必
要
で
す
。「
令
和
５
年
分

の
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
令
和
５
年
分

の
確
定
申
告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正

申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を

い
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に
応
じ

て
、
算
出
し
た
中
間
納
付
税
額
を
記
載
し

た
「
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申

告
書
」
及
び
「
納
付
書
」
を
所
轄
の
税
務

署
か
ら
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
税
務
署
に
中
間
申
告
書
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

　20 歳以上 60 歳未満の方で、年金の種別が変更となる次のような場合は 14 日以内に届
出が必要になります。忘れずに届け出ましょう。市町村での手続きには異動の確認が出来
る書類をお持ちください。

第 1 号被保険者（農業　自営業　学生など）

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届出先

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先

会社員・公務員の配偶者の扶養となった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第２号被保険者（会社員　公務員など）

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届出先

退職した 第1号被保険者 市町村

退職し、同月中に再就職した 第２号被保険者 新しい勤務先

会社員・公務員の配偶者の扶養となった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第３号被保険者（会社員　公務員に扶養されている配偶者）

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届出先

配偶者の退職や扶養者本人の収入増（見
込年収130万以上）により扶養ではなく
なった

第1号被保険者 市町村

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先

広報きよら 2024.8広報きよら 2024.8
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花
火
は
注
意
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
！

花
火
は
注
意
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
！

　

夏
休
み
や
お
盆
休
み
な
ど
に
親
族
が
帰

省
し
、
子
ど
も
た
ち
と
花
火
を
す
る
機
会

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
に
楽
し
く

遊
ぶ
た
め
に
も
次
の
点
に
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

①　

子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
。

②　

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。

③　

正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火

す
る
。

④　

手
持
ち
筒
も
の
花
火
は
、
手
の
位
置

に
注
意
す
る
。

台
風
へ
の
備
え
で
き
て
い
ま
す
か
？

台
風
へ
の
備
え
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

８
月
は
年
間
で
最
も
台
風
発
生
率
が
高

い
月
に
な
り
ま
す
。
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
は
、
国
や
都
道
府
県
が
行
う
対
策

「
公
助
」
だ
け
で
な
く
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
「
自
助
」、
す
な
わ
ち
、
災
害
に
対
す

る
備
え
を
し
て
お
く
、
危
険
を
感
じ
た
ら

早
め
に
避
難
す
る
な
ど
、
自
ら
の
命
を
守

る
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

現
在
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
キ
キ

ク
ル
（
危
険
度
分
布
）
と
い
う
情
報
が
公

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

キ
キ
ク
ル
は
「
ど
の
場
所
で
、
ど
の
く
ら

い
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
の

か
」
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
情
報
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
気
象
庁
が
発
表
し
て
い

る
、
気
象
警
報
・
注
意
報
な
ど
の
「
防
災

気
象
情
報
」
や
、
市
町
村
が
発
表
し
て
い

る
情
報
を
も
と
に
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
有
害
な
情

報
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
い
、

様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
夏
休
み
は
、
解
放
感
や
興
味
本
位

か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
知
り
合
っ
た
相
手
と

実
際
に
会
う
な
ど
し
、
性
犯
罪
等
の
被
害

に
遭
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

若
者
に
広
が
る
大
麻
の
危
険
性

若
者
に
広
が
る
大
麻
の
危
険
性

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
大
麻
の
ま
ん
延

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、「
大
麻
は

ほ
か
の
薬
物
よ
り
安
全
、
害
が
な
い
」
な

ど
の
誤
っ
た
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
う
の
み
に
し
て
、
軽
い
気
持

ち
で
大
麻
に
手
を
出
す
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。

　

警
察
で
は
、
誤
っ
た
情
報
を
払
拭
し
、

薬
物
の
危
険
性
や
正
し
い
知
識
を
伝
え
る

た
め
、
各
種
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
し
、
薬
物
を
誘
わ
れ
た
ら
、「
薬
物

は
し
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

大
麻
取
締
法
で
の
罰
則

○
所
持
・
譲
渡
・
譲
受

…
５
年
以
下
の
懲
役

○
輸
入
・
輸
出
・
栽
培

…
７
年
以
下
の
懲
役

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

📱「スマホに弱い大人の教科書」
https://www.pref.kumamoto.jp/police/page1511.html

（県警 HP →安全な暮らし→肥後っ子サポートセンター内）

💻「ゆっぴーと学ぼう!!
　　あんしんネットスクール」
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令
和
７
年
度
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か 
児
童
福
祉
週
間
」
標

語
の
募
集
に
つ
い
て

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か 
児
童
福
祉
週

間
」（
５
月
５
日
～
11
日
）
と

定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理
念
の

普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和

７
年
度
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か 

児
童
福
祉
週
間
」
に
向
け
て
、

そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

（
公
財
）児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
参
照
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

令
和
６
年
８
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　

９
月
30
日（
月
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効

■
募
集
内
容

こ
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語

や
、
未
来
に
向
け
て
の
こ
ど
も

た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
標
語

■
主
催
者

こ
ど
も
家
庭
庁

（
福
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

（
公
財
）
児
童
育
成
協
会

■
問
い
合
わ
せ

公
財
財
団
法
人 

児
童
育
成
協

会
「
標
語
募
集
」
係

☎
０
３（
５
３
５
７
）１
１
７
４

FAX
０
３（
５
３
５
７
）１
８
０
９

✉h
yo

g
o

@

　k
o

d
o

m
o

n
o

-sh
iro

.jp

県
内
企
業
等
に
就
職
す
る
若

者
の
奨
学
金
返
還
や
赴
任
費

用
等
を
支
援
す
る
「
ふ
る
さ

と
く
ま
も
と
創
造
人
材
奨
学

金
返
還
等
サ
ポ
ー
ト
制
度
」

　

令
和
６
年
７
月
19
日
か
ら
、

令
和
８
年
度
就
職
者
を
対
象

に
、
制
度
を
利
用
し
て
若
者
を

採
用
す
る
県
内
企
業
等
（
参
加

企
業
）
や
制
度
に
よ
る
支
援
を

希
望
す
る
若
者
（
登
録
者
）
の

募
集
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
参
加
企
業
の
募
集
期
間

７
月
19
日（
金
）～８

月
23
日（
金
）

■
登
録
者
の
募
集
期
間

７
月
19
日（
金
）～
参
加
企
業
へ

の
採
用
内
定
前
日

　

詳
細
は
、
県
の
専
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.

k
u

m
ak

atsu
su

p
p

o
rt.

p
ref.k

u
m

am
o

to
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
商
工
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
１
３

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校
（
准

看
護
学
校
）
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
の
ご
案
内

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
い
く
つ
に

な
っ
て
も
で
き
る
ん
で
す
！

■
日
時　

８
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

■
場
所　

鹿
本
医
師
会
看
護
学

校（
山
鹿
市
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

■
内
容　

学
校
案
内
、
在
校
生

と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護
技

術
体
験

■
申
込
期
限　

８
月
23
日（
金
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎（
４
４
）６
０
９
８

令
和
７
年
度
採
用　
実
習
船

「
熊
本
丸
」
の
船
員
募
集

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は
、

令
和
７
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
船
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ

を
確
認
い
た
だ
く
か
、
下
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
職
種
及
び
人
数

機
関
士
、
甲
板
員
、
機
関
員
・・・

若
干
名

■
勤
務
場
所

熊
本
県
立
天
草
拓
心
高
等
学
校

マ
リ
ン
校
舎　

■
試
験
の
日
程
等

応
募
者
へ
個
別
に
連
絡
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
教
育
委
員
会
学
校
人
事

課 

総
務
班　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
９
２

詳
細
は
こ
ち
ら

熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

開
館
１
年

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｉ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
防
災
を
テ
ー

マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

８
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

■
場
所

熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

（
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
河
陽

５
３
４
３
―
１
）

■
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

■
内
容

防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ル
シ
ェ

詳
し
く
は
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
観
光
国
際
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
１
１

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

食
事
配
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

食
事
配
達
支
援
と
は
、
自
身

で
食
事
の
準
備
が
困
難
な
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を
対
象

に
配
食
業
者
が
自
宅
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当
を
届

け
、
食
生
活
の
改
善
、
健
康
の

増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

■
利
用
対
象
者

南
小
国
町
に
住
所
が
あ
り
、
自

分
で
食
事
の
調
理
が
で
き
な
い

又
は
困
難
で
、
次
の
①
か
ら
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が

対
象
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
又
は
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
要
介
護
認
定
に

お
い
て
「
要
支
援
」、
ま
た

は
「
事
業
対
象
者
」
と
認
定

さ
れ
た
方

②
心
身
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

又
は
心
身
障
が
い
者
が
属
す

る
世
帯
で
町
長
が
必
要
と
認

め
る
方

③
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と

認
め
る
方

■
内
容

週
２
回
（
火
・
金
）
夕
食
を
ご

自
宅
に
配
達
（
安
否
確
認
の
為

原
則
手
渡
し
）

■
利
用
料

１
食
あ
た
り
２
０
０
円

※
利
用
期
間
は
原
則
３
か
月
で

す
。
そ
の
際
に
ご
自
宅
に
訪
問

し
、
利
用
者
の
心
身
状
況
や
生

活
環
境
の
確
認
を
行
い
、
食
生

活
の
改
善
、
健
康
の
増
進
が
十

分
に
見
ら
れ
た
場
合
は
利
用
終

了
と
な
り
ま
す
。

■
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
７（
２
５
）６
８
７
７

福
祉
課 

福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作

文
」
及
び
「
障
害
者
週
間
の

ポ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
！

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解

を
広
げ
る
た
め
、
作
文
及
び
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

・
作
文
…
小
学
生
以
上

・
ポ
ス
タ
ー
…
小
学
生
及
び
中

学
生

■
募
集
期
間

令
和
６
年
９
月
５
日（
木
）ま
で

（
必
着
）

■
募
集
案
内

詳
細
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://w
w

w
.p

ref.
ku

m
am

oto.jp
/sosh

iki/  
3

9
/1

0
0

2
6

6
.h

tm
l

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課 

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

子
猫
は
見
守
っ
て
あ
げ
て
！

　

子
猫
が
近
く
で
産
ま
れ
て
い

た
場
合
で
も
、
安
易
に
エ
サ
を

あ
げ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
人
が
む
や
み
に
手
を

出
す
と
、
人
間
の
ニ
オ
イ
が
つ

い
て
母
猫
が
子
猫
に
寄
り
付
か

な
く
な
り
、
育
児
放
棄
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
猫

を
飼
う
つ
も
り
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
静
か
に
見
守
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
場
か
ら
離
れ
て
ほ
し
い

場
合
は
、
子
猫
の
近
く
に
猫
の

嫌
う
臭
い
の
も
の（
柑
橘
系
等
）

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
４（
２
７
）８
１
１
５

8/18(日)～9/16(月) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

8/18(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

 8/25(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科

9/1(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科

　9/8(日) 坂梨ハートクリニック ☎24-6262 内科、循環器科

9/15(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科

 　9/16(月) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科
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個
人
等
飲
用
井
戸
の
水
質
検

査
に
つ
い
て

　

熊
本
県
で
は
、
飲
用
に
利
用

さ
れ
る
井
戸
の
水
質
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

有
害
物
質
等
に
よ
る
地
下
水

汚
染
が
拡
大
し
、
飲
用
水
の
衛

生
確
保
に
支
障
を
き
た
す
可
能

性
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
飲
用

井
戸
を
対
象
と
し
て
衛
生
対
策

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
年
度
の
検
査
は
、
９
月
に

実
施
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
左
記
の
項
目
を
事
前
に
ご

確
認
の
う
え
、
役
場
町
民
課
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
所
有
者
氏
名
・
住
所

②
井
戸
の
位
置
（
所
在
地
）

③
井
戸
の
深
さ
（
ｍ
）

④
ス
ト
レ
ー
ナ
の
深
さ
（
複

数
の
場
合
は
全
て
）

⑤
利
用
世
帯
数

⑥
利
用
者
数

※
申
込
み
期
限
は
、
８
月
16
日

（
金
）で
す
。
ま
た
、
申
込
み
多

数
の
場
合
は
、
井
戸
の
条
件
か

ら
検
査
対
象
を
選
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
７ 

年
２
月
１
日
現
在
で
「
２
０
２ 

５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国

や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
は
も

ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ
た
り
、
広

く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計

資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
で

す
。

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者

を
対
象
に
行
わ
れ
る
『
農
林
業

の
国
勢
調
査
』
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
す
。

　

皆
様
の
お
宅
や
会
社
等
に
調

査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
し
た

ら
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課 

企
画
商
工
観

光
係

☎（
４
２
）１
１
７
１

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体
の
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す

る
道
路
に
お
け
る
清
掃
や
除

草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
申
し
込
み
が
可
能
で
、
ゴ

ミ
袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、
清

掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の

加
入
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
道
路
保
全
課　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

室
原
チ
ホ
子
様

中
湯
田

（
故
）
堀
川
チ
エ
子
　
様

佐
藤
　
秀
喜
様

鬼
　
渕

（
故
）
理
恵
子
　
様

村
上
　
純

様

吉
　
原

（
故
）
𠀋
通
　
様

鞭
馬
フ
ヂ
子
様

湯
田
上

（
故
）
勝
彦
　
様

石
橋
　
賢
一
様

布
　
目

（
故
）
郁
子
　
様

（
７
月
10
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

　

ほ
こ
す
ぎ
会　
様　

　

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川

　

立
𦚰　

由
紀　
様　

白
川

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
墓
の

お
掃
除
に

き
た
ん
ラ
ヨ

お
墓
の

お
掃
除
に

き
た
ん
ラ
ヨ

一
年
で
こ
ん
な
に

汚
れ
る
ん
ラ
ヨ…

一
年
で
こ
ん
な
に

汚
れ
る
ん
ラ
ヨ…

雑
草
が
伸
び

　
　
　
　
放
題
！

雑
草
が
伸
び

　
　
　
　
放
題
！

お
盆
が
近
い

の
で…

お
盆
が
近
い

の
で…

せ
ん

　ぞ

せ
ん

　ぞ

さ
ま
さ
ま

が
ん

　ば

が
ん

　ば

ざ
っ
そ
う

ざ
っ
そ
う

ののほ
う
だ
い

ほ
う
だ
い

ぼ
ん
ぼ
ん

は
か
は
か

い
ち
ね
ん

い
ち
ね
ん

よ
ご
よ
ご

そ
う
じ

そ
う
じ

ち
か
ち
か

は
か
は
か

まま

し

　そ
ん

し

　そ
ん

ま
い
と
し

ま
い
と
し

ま

　ち
が

ま

　ち
が

ご
先
祖

様
の
た
め
に

頑
張
っ
た
ん
ラ
ヨ

ご
先
祖

様
の
た
め
に

頑
張
っ
た
ん
ラ
ヨ

ち
ょ
っ
と

待
て
子
孫
よ…

ち
ょ
っ
と

待
て
子
孫
よ…

毎
年
間
違
う
け
ど

ウ
チ
の
墓
は
こ
っ
ち
！

ウ
チ
は
ひ
ら
が
な
!!

毎
年
間
違
う
け
ど

ウ
チ
の
墓
は
こ
っ
ち
！

ウ
チ
は
ひ
ら
が
な
!!

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
農林業センサス
「つっちー」
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

6
／
17
生　

河か
わ
づ津　

絃け
ん
し
ん心

く
ん

　
（
父
）賢
弥･

（
母
）綾
子　
　

黒　

原

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

6
／
16
　
岩
下　
利
徳（
89
）脇
　
戸

6
／
20
　
鞭
馬　
勝
彦（
83
）湯
田
上

6
／
24
　
加
賀　
雄
典（
87
）竹
の
熊

６
／
26
　
坂
本　
秋
由（
81
）瓜
上
下

7
／
３
　
石
橋　
郁
子（
90
）布
　
目

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

町の人口
（６月末現在）

世帯数　1,870世
帯

（＋１）〈＋29〉
　男　　1,828人

（ー６）〈ー28〉
　女　　2,003人

（ー２）〈ー10〉
　計　　3,831人

（ー８）〈ー38〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

8/
10土

11 日 山の日

12 月 振替休日

13 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

14 水 南小国町ふるさと花火大会

15 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

16 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

17 土

18 日

19 月

20 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

21 水 出張就職相談　13：30～16：00　役場会議室
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ ☎0967(22)8178

22 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

23 金

24 土 第41回阿蘇瀬の本高原マラソン大会

25 日

26 月

27 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

28 水

29 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

30 金

31 土

9/
1日

2 月

3 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

4 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

5 木 消費生活相談日　9：00～16：00　南小国町役場

6 金
熊日金婚夫婦表彰式　10：00～　きよらホール
出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

7 土

8 日

9 月

10 火 消費生活相談日　9：00～16：00　小国町役場

町民カレンダー 令和６年 ８月・９月
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BIRTHDAY
  H

A
PPY

７月１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

5.7.11生 玉
たま

目
め

　芽
め

彩
い

ちゃん

（父）健悟さん

（母）令華さん
上町３

三姉妹の中で１番甘えんぼうで愛
嬌たっぷりなめいちゃん。これか
らものびのび育ってね。

南小国町ふるさと花火大会　8/14（水） 午後 8 時打ち上げ開始

                               

役場駐車場 

観覧及びバザー会場 

 

役場庁舎 

杉田 

消防小屋 

みなみ浄化ｾﾝﾀｰ 

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ 

きよらカァサ 

き
よ
ら
橋
通
り 

杉
矢
橋
通
り 

国道 212号線 

県道 南小国波野線 

全面通行止 【午後 7時～午後 9時】 

志賀瀬川              

町営 矢津田住宅 

　８月 14 日（水曜日）に花火大会を開催します。
　県道南小国波野線「きよら橋通り」と、町道矢津
田杉田線「杉矢橋通り」は、午後７時から午後９時
まで全面通行止めとなりますので、ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願い致します。
　尚、雨天等天候不良の場合は、きよら祭り当日（10
月 16 日）に順延となります。
　また、当日は JA 跡地が駐車場となっております
が限りがありますので、なるべく車でのご来場はご
遠慮下さい。
　町民の皆さん、里帰りの皆さんも、ぜひご覧くだ
さい！
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